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【緊急遮断スルースゲート】

概　要
万一の事故により、工場構内などの油その他の有害物質が
排水ラインに流れ出した時、構外に流出するのを防止するた
め、緊急に排水ラインを自動で遮断する目的で考案されたの
が、カナエの緊急遮断スルースゲートである。
事故の場合は、油膜検知器、pH計などと連動して人の手
を介さず自動的に排水ラインを緊急遮断する。自動車、薬品、
飲料、食品、電機、精密機器、電力、処分場等への実績がある。

総合系統図

標準仕様
形　式：ステンレス製または鋼製スルースゲート
呑口寸法：100㎜×100㎜〜2000㎜×2000㎜
設計水深：指定による
操作水深：指定による
水密方式：三方または四方ゴム水密式。テーパーブロックの

採用により水圧が低くても止水する
開閉機：電動式（ラック式またはスピンドル式）
遮断方式：遠隔制御および油膜検知器、pH計、その他センサー

の信号により遮断または現場手動操作
遮断時間：300㎜ /分（標準）

遠隔「操作・監視」
『緊急遮断スルースゲート遠隔「操作・監視」（どこでも）
システム』の導入により、PC、スマートフォン、タブレッ
ト等でどこからでもシステムの遠隔「操作・
監視」（カメラ動画を見ながら水門の開閉動
作指令発報、また計測機器からの水質異常信
号等を受信）が可能。

その他の製品
１．手動式簡易鋼製スルースゲート
２．手動式簡易ステンレス製スルースゲート
３．ステンレス製丸形フラップゲート
４．アルミ合金製丸形フラップゲート
５．ステンレス製角形フラップゲート
６．アルミ合金製角形フラップゲート
７．ステンレス製スクリーン
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ステンレス製水門

環境・省力化対策用
緊急遮断スルースゲート

株式会社カナエ
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［資料請求先］開発技術部　水門設計グループ
［拠点］札幌（011-700-6100）、仙台（022-263-3751）、福島（0246-35-6333）、東京（03-3432-5411）、
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大阪（06-6779-3341）、広島（082-243-5225）、福岡（092-271-3611）、下北（0175-34-9393）

　　

タブレット・スマートフォン 遠隔操作・監視画面

PR動画

240131カナエ.indd   1 2024/01/31   15:04

施工前　　　　　　　　　 施工後

概　要
シートパイル・ガード工法（SPガード工法）は、劣化し

た鋼矢板水路において、鋼矢板の凹み側にトラス筋を溶接、
全面にSP板（残存型枠）を設置、鋼矢板とSP板の空間をコ
ンクリートで充填・一体化することで水路全体を鉄筋コンク
リート構造として再構築し、補強を行う工法。

腐食等の劣化によって不足した鋼矢板の断面力を補うこと
ができ、併せて腐食要因から保護することができるため、水
路の長寿命化を図ることができる。このため、耐用年数を迎
える水路の撤去・新設コストを削減することが可能となる。

本工法は、共和コンクリート工業株式会社・日本カイザー
株式会社・株式会社吉田建設の３社で共同開発したもの。
「Made in 新潟 新技術普及・活用制度」登録技術。

特　長
１．トラス筋の働きにより鋼矢板、コンクリート、SP板が

一体化する。
２．腐食した鋼矢板はSP板・トラス鉄筋・充填コンクリー

トによって保護され、長寿命化される。
３．農林水産省策定の「農業水利施設の機能保全の手引き」

における健全度指標S-3（要補修）、S-2（要補強）に対応
が可能。特に従来の表面被覆工法では難しかった、劣化の
進んだS-2の補修工で優位性を発揮する。

４．大型パネルのため、施工の省力化が図れる。
５．水路高さに合わせた受注生産が可能である。

参考図

各種水路

シートパイル・ガード工法

規格寸法

商F-32／土木資材／上下水道資材

［基本寸法］
Ｈ1,500×Ｗ2,000×Ｂ60

［参考重量］
Ｗ＝414㎏ /枚
※�高さ方向の寸法は1,500㎜を
基本に水路高さに合わせた制
作ができる。
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SPガード工法研究会（新潟）
〒170-0005　東京都豊島区南大塚3-10-10　共和コンクリート工業㈱内
TEL  03-6907-3724

［会員会社］㈱吉田建設（TEL.0256-72-2391）、㈱アドヴァンス（TEL.025-233-4132）、
長栄工業㈱（TEL.0258-30-1511）、プラフォームサンブレス㈱北陸事業所（TEL.025-
276-4750）、日本カイザー㈱（TEL.03-6435-1721）、共和コンクリート工業㈱（TEL.03- 
6907-3724）、新潟潜水興業㈱（TEL.025-273-4231）
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